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第１回常任理事会・拡大理事会開催

2019印刷産業夢メッセ  第１回組織委員会開催

選挙運動用ポスターの印刷上の留意事項

青年部会　第32回　定時総会開催

第62回 広島県印刷優勝野球大会開催

福山支部だより

事務局だより　●組合の動き

　厳島神社には３つの表情があります。
　１つ目は、海水に浸かっている時の姿
　２つ目は、干潮で海水が引いて砂浜があらわになった姿
　３つ目は、夜の表情です。
　夜の宮島をご案内しましょう。
　宮島では、世界文化遺産にも登録されている嚴島神社を中心に毎
日ライトアップが行われています。昼間の喧噪を離れ、波の音が響
く別世界の『宮島』が楽しめます。
　夜の宮島は、日中の観光で賑わうイメージからガラっと変わって、
とても静かでのんびり過ごす事ができます。商店街のお土産物のお
店は、閉店が早いですが、表参道商店街のライトアップや町屋通り
の判じ絵の灯篭などが、情緒があってとても雰囲気が良いです。 
恋人同士や女性同士でも、少しお散歩してはいかがでしょうか？

「夜の厳島神社」（廿日市市）
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　2012 年 12 月から拡大が続いている国内景気は 75 カ月に達して戦後最長を更新したといわれています。しかしほと
んどの国民が「戦後最長景気」といわれても実感はなく、さらに政府は「緩やかに回復している」から「このところ輸出
や生産の一部に弱さもみられるが、緩やかに回復している」に下方修正しました。米国と中国の貿易摩擦問題、世界経済
の先行き不透明感から投資や生産が控えられ景気後退の可能性も出てきました。
　昨年は西日本豪雨災害もあり、助け合うことの大切さをあらためて痛感した年でもありました。広島県工組としても、
単独では困難なことも、連携することによって前に進められるような仕組みを構築しなければなりません。組合員を強力
にサポートできているかどうかを常に問いながら、組織としての存在価値をさらに高めていきたいと思います。

　広島県印刷工業組合は今年「人が集まり笑顔をつなぐ幸せ産業へ」をテーマに掲げました。「人が集まる」というのは、
お客さまや地域の人々に親しまれ頼りにされるという意味と、魅力ある産業として夢を持って生き生きと働く人、働きた
い人が集うという想いを込めています。私たちに関わる人たちがみんな笑顔になり幸せのバトンをつないでいく、だから
こそこの先も存続していくことができる、そんな幸せを生み出す姿を目指そうというメッセージです。
　これまでも大切にしてきた「人を育てる」「未来にバトンをつなぐ」といった思いと「広島を元気にするために何がで
きるか、何をすべきか」を今一度見つめ直し、行動する 1 年にしたいと思います。

　今年で 15 回目となる「印刷産業夢メッセ」を 10 月 11 日・12 日に開催する予定です。
　本年度のテーマは「印刷の未来へ！ヒントがつかめる“夢メッセ”」。夢メッセは自分たちの未来に明るい希望を持つた
めのイベントです。この夢メッセでいろいろなことを学び、自分の未来像を考えるヒントにしてもらいたいという想いを
込めています。
　全印工連は「Happy Industry　人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業」をブランドスローガンに我々の向かうべき
方向性を示していますが、そのビジョンに基づいて、印刷関連産業との連携をより一層強化し、これまで以上に有意義な
夢メッセとなるよう精一杯取り組んでまいります。 

　2022 年の全日本印刷文化典全国大会は、49 年ぶりに広島で開催されることとなりました。全日本印刷文化典は地域
社会における経済活動の推進と生活文化の向上を目的に開催されます。
　広島大会に参加していただく皆さまに印刷の可能性を感じていただける素晴らしい機会となるよう、実行委員会を立ち
上げて準備を進めてまいります。 
　本年度も昨年同様、組合員との連携を通じて印刷産業の持続的な発展に向け精一杯頑張ってまいります。今後とも組合
へのご理解、ご協力の程、何とぞよろしくお願い申し上げます。

社会情勢

広島県工組テーマについて

夢メッセについて

全日本印刷文化典　広島大会について

有限会社 加計印刷

おしい の～。安芸太田町！
お

〒731-3501 広島県山県郡安芸太田町加計3444-1

大倉啓司安芸太田町
勝手に観光大使

電話（0826）22ー0568
FAX（0826）22ー2325

E-mail :kakeinsatsu@blue.ocn.ne.jp

・天チャックポーチ
・手帳カバー
・ワッペン
・腕　章
・下　敷
・各種印刷製袋加工

・シルク印刷
・箔押し
・ラベル、 ステッカー

令和元年度　事 業 計 画

～ 基 本 方 針 ～
～ 人が集まり笑顔をつなぐ幸せ産業へ ～
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「役員会レポート」

　４月 23 日（火）広島印刷会館２階会議室で午後１時
30 分から常任理事会を、理事長、副理事長、常任理事５
名が、続いて午後４時から拡大理事会に、理事 16 名が
加わり 21 名が出席し開催された。
　まず、中本理事長から、「来月 17 日に我々県工組の総
会が予定されており、今日はそれに向けての資料の協議を
お願いします。２つお知らせがあります。１つ目は再生紙
の関係で県庁と広島市役所にお願いに参りました。環境省
から通達が出ておりまして対応も出来ておりますとのこ
とでした。２つ目は全印工連の全日本印刷文化典を広島で
開催することにあたり、実行委員会を立ち上げる準備委員
会を開催することと、大会のキャッチフレーズとコンセプ
トを募集しようと思っております。もちろん会場等も決め
なくてはならないものがたくさんあります。ぜひ皆さんの
ご協力をお願いします」と挨拶があり議題に入った。

議題
１．令和元年度通常総会議案書（案）の審議
　　平成 30 年度事業報告と令和元年度事業計画（案）
２．「2019 印刷産業夢メッセ」基調講演講師について
　　 歴史家・作家　加来　耕三　氏
３．その他
　　賦課金改定に伴う現状報告

第１回常任理事会・拡大理事会開催

１．産業戦略デザイン事業の推進
　　（１）印刷業経営動向実態調査への協力
　　（２）「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

２．印刷関連産業との連携強化
　　（１）印刷関連業界全体の向上、発展に向け連携強化
　　（２）資機材情報をはじめとする各種印刷関連情報の受発信

３．経営革新マーケティング事業の推進
　　（１）事業承継支援（M ＆ A、相続）の継続  
　　（２）経営イノベーション事業の推進  
　　（３）マーケティング事業の推進  
　　（４)「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

４．環境労務事業の推進
　　（１）GP（グリーンプリンティング）認定制度の普及推進
　　（２）環境推進工場登録の普及推進  
　　（３）環境マネジメントシステムの推進  
　　（４）環境関連情報の収集・提供  
　　（５）「全印工連 2025 計画」の普及・啓発   
   
５．組織共済事業の推進	 	
　　（１）組織運営強化（組合加入促進）　  
　　（２）共済制度の推進（生命共済事業の推進・各共済制度加入促進）
　　（３）広報事業（いんさつ広島の発行、印刷の月 PR 活動）　 
　　（４）支部長会議の開催　  
　　（５）組合員台帳調査の実施　  
　　（６）「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

６．教育研修事業の推進	 	
　　（１）制度教育事業の普及（印刷営業講座・印刷営業士認定試験）
　　（２）技能検定「プリプレス職種（DTP 作業）」の実施 
　　（３）全印工連特別ライセンスプログラム事業の推進 
　　（４）CSR 事業および MUD の推進
　　（５）「全印工連 2025 計画」の普及・啓発

	７．ダイバーシティ事業の推進	 	 	
　　（１）印刷業におけるダイバーシティの取組み  
　　（２）女性の多様化した働き方の研究  
 
８．賦課金検討委員会	 	
　　（１）賦課金の改定
           
９．2022全日本印刷文化典広島大会（仮称）開催準備	
　　（１）プロジェクトの発足
　　（２）2020 全日本印刷文化典長野大会での周知に向けて  

10．総務事業の推進	 	
　　（１）いんさつ広島の充実  
　　（２）青年部会活動の支援  
　　（３）永年勤続従業員表彰の実施
　　（４）新年互礼会の開催
　　（５）印刷優勝野球大会の主催  
　　（６）中国地区印刷協議会との連携強化  
　　（７）第 15 回 2019 印刷産業夢メッセ実行委員会事務局

実　施　事　業
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中国営業所
〒732-0824 広島県広島市南区的場町1丁目2-21 広島第一生命OSビル内
　　　　　　　TEL：082-264-6451　FAX：082-506-1757
本社/ホワイトカンバスMON-NAKA
〒135-0044　 東京都江東区越中島1-1-1 ヤマタネ深川1号館1階
                         TEL： 03-5621-8266   FAX： 03-5621-8379

　　　             　 
   

「夢メッセレポート」

【参議院議員選挙に向けて　広島県選挙管理委員会より】

　４月 23 日（火）広島印刷会館２階会議室で午後２時
40 分から県工組、中国印刷機材協議会役員等 13 名が
出席し開催された。
　小下組織委員長から「２日目の基調講演の講師も決ま
り、今後は出展者と広告掲載者の募集に、皆さんがそれ
ぞれ関係している企業様にご協力の依頼をしていただい
て、早くプログラムの作成を行い集客に向けて頑張って
いただくようご協力をお願いします」と挨拶があり議題
に入った。

１．選挙運動用ポスターに記載しなければならない事項

２．具体的な記載方法
　ア　掲示責任者の記載について
　　　掲示責任者の氏名、住所をポスターの表面に必ず記載しなければならない。
　　　この場合　「掲示責任者」　の文字を必ず記載し、　「氏名」　「住所」　を記載すること。
　　　( 記載例 )　  掲示責任者     丙　野　太　郎　　　　　〇〇県○○郡○○町○○番地
　イ　印刷者の記載について
　　　アと同様にポスターの表面に「印刷者」の文字を必ず記載し、印刷者の「氏名 ( 法人にあっては名称 )」、「住所」を記載しなければならない。
　　　なお、次の点は特に注意すること。
　　　①　印刷者が法人の場合
　　　　　「〇〇印刷株式会社」又は「有限会社○○印刷所」のように必ず「株式会社」　「有限会社」の文字を記載すること。
　　　　　( 記載例 )　  印刷者     ○○印刷株式会社　　　　　〇〇県○○郡○○町○○番地○号
　　　②　印刷者が個人の場合
　　　　　「〇〇印刷所」　のような記載でなく　「個人の氏名」　を記載すること。
　　　　　( 記載例 )　  印刷者     乙　野　次　郎　　　　　〇〇県○○郡○○町○○番地

３．過去の誤載例

議題 【2019 印刷産業夢メッセ】
１．２日目の基調講演講師正式決定について
　　歴史家・作家　加来　耕三　氏
２．出展・広告依頼の進捗状況について
３．その他

2019 印刷産業夢メッセ第１回組織委員会開催

選挙運動用ポスターの印刷上の留意事項

項　　　　　目 選挙区選出議員選挙 比例代表選出議員選挙
名簿登載者のポスター

掲示責任者の氏名・住所 ○ ○
印刷社の氏名 (法人にあっては名称 )・住所 ○ ○

名簿届出政党の名称 ― ○
そ　　　の　　　他 ― 中央選挙管理会の行う「検印」又はその交付する「証紙」の貼付が必要

項　　　　　目 誤 正
「掲示責任者」の文字の記載 「責任者」　「掲示者」 「掲示責任者」
「印刷者」の文字の記載 「印刷所」「印刷責任者」「印刷」「製作・印刷」 「印　刷　者」

印刷者の
氏名の記載

印刷者が個人 「〇〇印刷　(所 )　」 「個人の氏名」を記載する。

印刷者が法人 「〇〇印刷　(所 )　」
「株式会社○○印刷　(所 )
「〇〇印刷株式会社」
「有限会社○○印刷」
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　５月 15 日（水）午後１時 00 分、今年度から会場をメ
ルパルク広島から広島印刷会館会議室に変え、「第 32 回
定時総会」が 17 名の出席で開催され、県工組から中本
理事長、西村事務局長が来賓として出席した。
　総会は、貞森総務部会副会長の司会
で総会を進め、始めに小下会長から
「元号が変わり初めての総会です。私
も２年目を迎えこの１年を振り返って
みますと、会長拝命後、各種会議、場
所等に参加、特に全青協の副議長として全国に行き、い
ろいろと勉強させていただきました。今年は今まで学ん
できたことを実践していく年です。皆さんのご協力なし
では実践できません。ぜひ力を合わせ一つになって青年
部を盛り上げていきましょう」と、挨拶があった後議事
に入り、小下会長が議長になり、各議案を上程説明。
【議事】
　第一号議案　平成 30 年度事業報告並びに決算書承認の件
　　　　　　　（監査報告含む）
　第二号議案　役員改選の件
　第三号議案　部会費増額の件
　第四号議案　令和元年度事業計画並びに予算書承認の件
議案は原案どおり承認された。

　懇親会は、会場を北京料理「桂蘭」に移し、来賓として県
工組から青木常任理事、広島青年印刷研究会から国保会長が

～ 小下壮嗣会長 2 年目 ～

青年部会会長　   小下　壮嗣
総務部会副会長　増田　達朗
会　　計　　　　小下　史嗣
会計監査　      　銭谷　康介

青年部会 第 32　回 定時総会開催

加わり、午後６時から木戸幹事の司会で始まった。
　まず、県工組中本理事長から「今、全印工連で
大喜利印刷というのを始めています。大喜利とは
人前で大きなイベントをすると
いう意味があるそうですが、中
小企業の印刷会社がツィッター
上でほしいというものを形にし
た。２千トンから出る廃材を元
に１つの例で言うと早食い弁当ですか、外側は辞
書に見え中は弁当箱になっている（Net を見てく
ださい）、それとか、パラパラ漫画を見る機械や印
刷工場インクの臭い等を作成している。我われは
印刷集団ではないクリエイティブ集団だと私たち
の仲間が言っています。皆さんも、ぜひ若い柔か
い頭でいろんなアイデアを出してみては如何で
しょうか。そして、広島県工組としては 2022 年
の印刷文化典広島大会を約 50 年ぶりに開催するこ
ととなりました。ぜひ皆さんの力を借りて広島は
こういうものをやるんだというものを形にして全
国に見せましょう。ご協力をお願いします」と挨
拶があり、次に国保広島青年印刷研究会会長より
祝辞の挨拶があった後、青木常任理事の乾杯で始
まった。
　懇親会は、盛り上がり和やかに歓談した。最後
は西村事務局長の締めで終了した。

中四国支店 〒730-0802 広島市中区本川町2丁目6番11号
TEL 082（232）9261　FAX 082（292）5976

岡山営業所 〒700-0926 岡山市北区西古松西町5番6号
岡山新都市ビル704

TEL 086（245）1081　FAX 086（245）1326

高松営業所 〒760-0079 高松市松縄町1030番地6
サニープレイス松縄202

TEL 087（815）0634　FAX 087（815）1634
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ります。まず水分をしっかり取って体調管理をしていただ
いて、楽しい大会にしていただけばと思います。今日は野
球を通じて親交を深め、日ごろの練習の成果を発揮してい
ただきたいと思います。皆さん頑張っ
てください」と激励の挨拶を述べた。
　続いて、来賓祝辞が中国印刷機材協
議会岩橋理事長から ｢今日はさわやか
なこの五月晴れの下で、第 62 回の野
球大会が出来るというのはすごいこと
です、おめでとうございます。この大会は聞くところによ
ると全国では珍しく長く続いている大会で誇れます。皆さ
んはその大会に参加されており、プライドを持ってやって
いただきたいと思います。優勝旗を自分の会社に持って帰
られるよう頑張っていただきたい。しかし、怪我だけはさ
れないよう気を付けてください｣ とあり、亀井審判員から
注意事項、中岡委員から競技進行上の注意、中国印刷㈱梶
山史寛選手による選手宣誓、小田委員による準備体操の後、
森委員の閉会宣言で開会式を締めくくった。第１日目の試
合を 10 時から、Ａグランド・Ｂグランド、Ｃグランドの
３会場で行った。Ａグランドでは中本会長が始球式を行い
戦いの火ぶたが切られた。

　第 62 回広島県印刷優勝野球大会（主催／広島県印刷工業
組合）は、９チームが出場し、第１日目の予選リーグを５月
12 日に決勝トーナメント出場の上位４チームを決める熱い
戦いを行い、２日目の決勝トーナメントを 5 月 19 日にそれ
ぞれ開催した。
　１日目は好天の五月晴れ、午前９時に
参加チームの選手が整列、開会式が挙行
され、花田大会運営委員長が、「この晴天
のもとで令和時代幕開けの野球大会がで
きることを幸せに思っております。昭和・
平成・令和と 62 回続いているこの野球大会を令和の次の時
代も続けるよう頑張りましょう」と大会宣言挨拶を行った。
　国旗・大会旗掲揚、優勝旗返還に続き中本大会会長が「今

日は昨年と違い皆さんの想いが通じたの
だろうと思います。本当に晴天に恵まれ
ました。今年も早くから選手・役員・審
判団の皆さんがグランドをきれいに整備
されています。本当にありがとうござい

ます。今回 62 回目を迎えたこの大会です
けど、ひとえに継続は力なりということだと思います。何事
も一生懸命やり続けることが一番のことだと思いますし、こ
の大会にふさわしいものだと思っております。ぜひ日頃から
練習されその成果がしっかり出せますようにみなさん頑張っ
ていただければと思います。昨日は安芸太田町で 31 度を超
えたと言っております。今日の最高気温は 28 度と聞いてお

【第 62 回 広島県印刷優勝野球大会】

中国印刷㈱が４年ぶり９回目の優勝
広島洋紙㈱は準優勝！

㈱インパルスコーポレーション・㈱金陽社　準決勝敗退

　10時から開始、Ａグループ１試合目は、㈱中本本店と中
国印刷㈱が対戦、３回に㈱中本本店が満塁のチャンスをつく
るも抑えられ、その裏に中国印刷㈱が、松田兄弟の連続ホー
ムランにより勢いづき、13対 0の大差で完封勝利した。２
試合目は中国印刷㈱と広島洋紙㈱が対戦、１回の裏、中国印
刷㈱の松田兄弟が２試合連続のホームラン。３回表の広島洋
紙㈱も３者連続ホームランが飛び出したが、中国印刷が７対
３で競り勝った。３試合目は㈱中本本店と広島洋紙㈱が対戦、
２回表、㈱中本本店のピッチャーが調子を崩す中、広島洋紙
㈱の猛攻がスタート。広島洋紙㈱の平野選手が２試合続いて
の本塁打を放ち前の試合に続き大量点を挙げ 17対５の大

勝。その結果、２勝した中国印刷㈱と各グループ２位チー
ムの得失点差により広島洋紙㈱が準決勝へ。
　Ｂグループ１試合目は、㈱ユニバーサルポストと㈱イン
パルスコーポレーションが対戦、フォアボールが少なく締
まった試合展開ではあったが、思いの他点差がついて、㈱
インパルスコーポレーションの12対０のコールドゲーム
で終了。２試合目は㈱アドプレックスと㈱インパルスコー
ポレーション、1回の裏、㈱インパルスコーポレーション
の谷口選手の満塁ホームランからスタート。２回の裏にも
茅選手の２ランホームランが出て８対３で㈱インパルス
コーポレーションの勝利。３試合目は、㈱ユニバーサルポ

優勝の中国印刷㈱チーム

整　列始 球 式本　部 選 手 宣 誓

花田大会運営委員長

中本大会会長

中国印刷機材協議会
岩橋理事長

１日目　中国印刷㈱・㈱インパルスコーポレーション・㈱金陽社・広島洋紙㈱が準決勝へ
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　大会２日目は、午後から雨の天気予報にもかかわらず試合
にはほとんど影響なく開催できた。
　準決勝１試合目は、㈱インパルスコー
ポレーションと広島洋紙㈱。１回表  
㈱インパルスコーポレーションが１点
を先制、その後両チームエラー、四死
球各１つずつという引き締まった接戦。
最後は広島洋紙㈱の２番の河野選手の
サヨナラヒットで決着。４対３の好ゲー

ムだった。㈱インパルスコーポレーションはピッチャー交
代が裏目に出た惜しい試合だった。
　２試合目は、中国印刷㈱と金陽社㈱
の強豪同士の試合。両好投手による引
き締まった試合、制限時間内にて７回
まで行われ、中国印刷㈱がチャンスで
松田（佳）・畑中選手の適時打が出て
効率的に点を挙げ、５対１で勝利。

ストと㈱アドプレックス、両チームに好プレーが続出するも、
㈱アドプレックスの打線が爆発し、７点差の３対10で終了。
結果、２勝した㈱インパルスコーポレーションが準決勝へ。
　Ｃグループは昨年優勝チームを始め強豪チームが集まっ
た。その１試合目は、昨年優勝の広島印刷㈱とイケダ㈱、２
回裏、広島印刷の平野選手の満塁ホームランが飛び出したが、
イケダ㈱も岩本選手にホームラン、しかし、追いつけず広島
印刷㈱が５対２で勝利。２試合目は広島印刷㈱と㈱金陽社、

　決勝戦は、カープのお株を奪う逆転で勝ち上がった赤いユニ
ホームの広島洋紙㈱と、順当に勝ち上がってきた４年ぶり９回
目の優勝を狙う中国印刷㈱との対戦となった。予選リーグでも
戦った両チーム、試合は中国印刷㈱が先制、広島洋紙㈱も健闘
したが、中国印刷㈱が投打に圧倒、松田（佳）投手が３安打完
封の見事な出来栄えで４年ぶり９回目の優勝を果たした。

　引き続き閉会式が行なわれ、中本大会
会長から優勝、準優勝、それぞれ表彰状・
優勝旗・楯・トロフィーなどが、また、個
人賞の各賞を各選手に贈られた。（準決勝
戦後に三位チームの表彰開催） 青木県工組
常任理事による講評、小下副委員長の謝辞、
毛利委員の万歳三唱、小田委員の閉会宣言で、第 62 回広島県
印刷優勝野球大会の全ての行事を終了した。

強豪チーム同士の白熱した試合展開となったが、㈱金陽社の
松枝選手（３ラン）・川本選手（２ラン）らの効果的なホー
ムランで６対２で試合が決定した。３試合目はイケダ㈱と㈱
金陽社の対戦。イケダ㈱の岩本選手に２試合連続のホームラ
ンが出たものの、㈱金陽社の打線が猛爆発、圧倒的な打撃の
強さを見せ19対４のコールドゲームで終了。結果、２勝し
た㈱金陽社が準決勝へ進んだ。

敢闘賞
野山 武士 氏

（㈱インパルスコーポレーション）

敢闘賞
山下 竜司 氏
（㈱金陽社）

広島洋紙

中国印刷

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

２ ０ ０ ２ ０ ４ Ｘ

０

８

インパルス 広島洋紙 中国印刷 金陽社

中国印刷
優勝

０ ８

１５４３

優勝監督賞
梶山 文寛 氏

（中国印刷㈱）

最優秀選手賞
畑中 博昭 氏

（中国印刷㈱）

最高殊勲選手賞
松田 佳士 氏

（中国印刷㈱）

優秀選手賞
小川 花奈江さん
（広島洋紙㈱）

青木県工組常任理事

準優勝の広島洋紙㈱チーム ３位の㈱金陽社チーム３位の㈱インパルスコーポレーションチーム

２日目　2 年ぶりに草津公園野球場で開催　好プレー続出！

決勝戦は広島洋紙㈱と中国印刷㈱できる
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12日

15日

16日

17日

19日

23日

28日

29日

31日

10日

21日

29日

第62回 広島県印刷優勝野球大会  １日目

青年部会総会

ＪＰＰＳ研修会

広島県印刷工業組合通常総会

第62回 広島県印刷優勝野球大会  ２日目

常任役員会・通常総会

環境労務委員会

経営・マーケティング委員会

産業戦略デザイン室会議

中国地区印刷協議会（上期）

全青協正副議長会

５

　

月

６
　
月

草津公園
野球場

太田川Ｇ

印刷会館

印刷会館

印刷会館

アジュール竹芝

印刷会館

東　京

東　京

東　京

鳥　取

大　分

臨時常任理事会

2019印刷産業夢メッセ第４回三役会

印刷会館株主総会

◎組合のうごき

事務局だより

　５月 20 日（月）、福山支部価値組委員会の５月（第
193 回）例会を開催しました。
　今回は、価値組の３つの主な事業についてざっくり
方向性を考えるミーティングと、フリートークの２部
制の例会でした。
　価値組の３つの主な事業、夢メッセでのセミナー、今
年で９回目になる「笑顔のカレンダー」、そして地元の
専門学校での出前授業。この３つについて、今年はど
んな風に進めていくか、各部のコンセプトを話し合い
ました。今までの良いところを踏襲しつつ、マンネリ
にならないよう進化していくことを意識できる、とっ
ても充実した打合せになったと思います。
　そして、フリートークです。４月の例会もフリートー
クみたいなものでしたが、今回は正にこれ。ざっくば
らんに話せる場だからこそ、いろいろ見えてくること
がある。いろいろ話が出来て、いろんな話が聴けて、中
にはハッとするコメントがあったりと、充実感のある
フリートークでした。
　６月は久しぶりにスキルアップセミナー例会になる
予定です。それも楽しみです。（占部）

【福山支部だより】

「フリートークの中から課題がみつかる」

福山支部５月例会

◎組合員の異動
　【脱　退】商　　号　たなか印刷（広島西北支部）  
　　　　　 脱退年月　平成 31 年 4 月

中元組合融資のご案内
令和元年度の中元組合融資を取り扱います。
融資をご希望の方は県工組事務局までご連絡く
ださい。
融資条件等は次のとおり
・融　資　額　：　100 万円
・申込締切日　：　6 月 7 日（金）
・融資予定日　：　7 月 1 日（月）
・連　絡　先　：　県工組事務局
　　　　　　　　　　TEL082 － 293 － 0906


